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15kDa

CXCL13

CXCL13; BCAT; BLC; SCYB13; C-X-C motif chemokine 13; Angie; B cell-attracting chemokine
1; BCA-1; B lymphocyte chemoattractant; CXC chemokine BLC; Small-inducible cytokine B13
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	応用
	抗原情報
	背景
	C-X-Cモチーフケモカインリガンド13（CXCL13）は、独立してクローン化されアンジーと命名された、脾臓濾胞、リンパ節、およびパイエル板で強く発現する抗菌ペプチドおよびCXCケモカインです。CXC​​L13は、T細胞やマクロファージと比較してBリンパ球の遊走を優先的に促進し、バーキットリンパ腫受容体1（BLR-1）を発現する細胞へのカルシウム流入と走化性を刺激することで、Bリンパ球の濾胞へのホーミングに機能していると考えられます。[RefSeq提供、2014年10月]、機能：Bリンパ球に対して走化性を示しますが、Tリンパ球、単球、および好中球に対しては走化性を示しません。Bリンパ球からカルシウム放出は誘導しません。 BLR1/CXCR5に結合する。,オンライン情報:CXCL13エントリー,類似性:インタークリンα（ケモカインCxC）ファミリーに属する。,組織特異性:肝臓で最も高く、次いで脾臓、リンパ節、虫垂、胃に分布する。唾液腺、乳腺、胎児脾臓では低い。,
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;ケモカイン;
	画像データ
	

	CXCL13 抗体を使用したマウス脾臓細胞溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	BLCポリクローナル抗体を用いたマウス脾臓細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	パラフィン包埋ヒト筋肉の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

